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株式会社アーレスティ

2015年2月25日

2015年3月期 第3四半期
決算説明資料

本資料および本説明会で述べられた内容には、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が作成した将来の
見通しが含まれておりますが、様々な要因により、実際の業績はこれらの見通しと異なる場合があります。
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 TOPICS

 2015年3月期第3四半期決算概況

 【参考】今期の見通し

ご説明内容
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■2013年
8 月 合肥アーレスティ東風日産乗用車公司へエンジンブロック量産納入開始
9 月 アーレスティインディア工場拡張工事着工
10月 広州アーレスティ隣接地での工場建設第2期工事着工

本社を愛知県豊橋市に移転
■2014年
3 月 東京証券取引所市場第1部銘柄に指定変更

公募増資を実施
4 月 アーレスティメヒカーナ鋳造工場の増床工事着工
6 月 広州アーレスティ フォルクスワーゲン グループへの量産納入開始
7 月 アーレスティインディア工場拡張工事竣工
9 月 広州アーレスティ隣接地での工場建設第2期工事竣工

アーレスティメヒカーナ鋳造工場の増床工事竣工
11月 アーレスティウイルミントン増築工事着工
今後の予定
■2015年
3 月 アーレスティ栃木鋳造工場拡張工事着工予定
5 月 アーレスティウイルミントン増築工事竣工予定
10月 アーレスティ栃木鋳造工場拡張工事竣工予定

TOPICS
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2015年3月期第3四半期決算概況
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（単位：百万円）

2014年3月期
第3四半期累計

2015年3月期
第3四半期累計

増減

売上高 91,348 100% 100,448 100% 9,100 10.0%

営業利益 2,368 2.6% 833 0.8% △1,535 △64.8%

経常利益 2,266 2.5% 311 0.3% △1,955 △86.3%

四半期純利益 3,887 4.3% 155 0.2% △3,732 △96.0%

EPS 180.19 6.02 △174.17

 売上高：国内では、消費増税の反動による影響により販売量は前年同期を僅かに下回ったものの、地金市
況影響等により増加、海外では受注増と為替影響等により増収となり、売上高は1,004億円（前年同期比
10.0%増）と増加した。

 営業利益：主にダイカストアジアの収益改善効果があったものの、ダイカスト北米の収益悪化により、営業
利益は883百万円（前年同期比64.8%減）となった。

 経常利益：営業外では為替差益の減少（351百万円減）、支払利息の増加（127百万円増）等により、経常利
益は311百万円（前年同期比86.3%減）となった。

 当期純利益：前年同期は固定資産売却益22.8億円（旧浜松工場跡地）、投資有価証券売却益8.3億円を計
上。

2015年3月期第3四半期決算のポイント
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連結決算概要（四半期別）
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営業損益 △117 △109 736 232 623 1,513 2,081 617 △139 355

経常損益 △367 2 776 222 557 1,487 1,746 336 △291 266

当期純損益 △573 △256 613 188 2,240 1,459 2,385 374 △481 262

売上高（左軸） 26,157 26,475 27,318 27,593 30,518 33,237 35,435 32,312 33,294 34,842
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単位：百万円

旧浜松工場跡地の売却に伴い

22億円の特別利益計上

（売上） （損益）

投資有価証券の一部売却

8億円の特別利益計上

繰延税金資産を新
規に11億円計上
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（単位 ：百万円）

2014年3月期
第3四半期累計

2015年3月期
第3四半期累計

増減

日本

売上高 45,936 100% 46,473 100% 537 1.2%

セグメント
損益

2,568 5.6% 2,041 4.4%  △527 △20.5%

北米

売上高 24,431 100% 29,058 100% 4,627 18.9%

セグメント
損益

245 1.0% △1,320 △4.5% △1,565 －

アジア

売上高 16,113 100% 19,878 100% 3,765 23.4%

セグメント
損益

△ 493 △3.1% 208 1.0% 701 －

ダイカストセグメントの海外売上高比率 2014/3期：48.3% ⇒ 2015/3期上期：51.4% ⇒ 2015/3期3Q累計：51.3%
※ セグメント別の増減要因については、次ページ以降で説明。

ダイカスト事業
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セグメント損益増減要因

（百万円）売上高増減要因

（百万円）

消費税増税の反動による需要減（前年下期比）があっ
たものの、前年同期比では地金市況の影響も加わり、
売上高は増加。販売量は四半期ごとに増加傾向。

セグメント利益は、販売量減の影響、減価償却費の増
加影響等により、前年同期比20.5%減。第3四半期は上
期水準よりも販売量が増加し、利益は改善。

ダイカスト日本売上高／セグメント損益の推移 （百万円）
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アメリカ：好調な自動車販売から受注が増加、また円安基
調にある為替影響もあり売上高は増加するも、増産
対応の遅れに伴う生産性の低下による費用増等に
より収益悪化。

メキシコ： 受注の増加に加え為替影響も相まって売上高
は増加。製造コストの改善が進み、収益改善。

北米の収益は悪化。現在、アメリカの収益改善のための
プロジェクト活動による改善計画をほぼ計画通りに
推進中。

※アメリカ 4-3月
メキシコ1-12月

平均レート（13Q3→14Q3）
米$ 99.22→107.26

ﾒｷｼｺ（米$）95.61→103.47

（百万円）

売上高増減要因

セグメント損益増減要因

ダイカスト北米売上高／セグメント損益の推移 （百万円） （百万円）

ダイカスト北米
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主要な製品（鋳造、加工共に影響の大きい10製品を対象）につ
いて、個別に問題点に対する改善策を実施。

生産性を改善し、正規の5日稼働へ

 個々に進捗の違いはあるものの、全体としてほぼ計画通りに生
産性改善が進捗しており、5日稼働の比率が高まりつつある。こ
れに伴い人員も計画通りに削減中。

 特便による製品納入費用は大幅に削減。

作業者のスキル向上教育

設備保全の計画的実施とトレーナーを含めた技術者の育成

 計画に従って育成を実施中（概ね計画通りに実施）。

 設備保全はクリスマス休暇他で計画的に実施。

鋳造機の新設（2台）と動線の改善（建屋増築）・・・来期に寄与

 計画通りに建屋増築中。

北米（米国工場）の生産性改善状況
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中国：日中関係の動向を受けて減少した自動車生産が
従来の状態まで戻りつつあった中、当初予想を大
幅に下回るものの、前年同期比では売上高は増
加。操業4年目の合肥は前期4Qから黒字を継続。
製造コスト削減効果により前年同期比増益。

インド：売上高は当初想定を下回り、前年同期よりも減
少。売上減少等の影響により、収益は前年同期よ
も悪化。

アジアの収益は改善。

※中国1-12月
インド4-3月

平均レート（13Q3→14Q3）
人民元 15.51→16.80
ｲﾝﾄﾞﾙﾋﾟｰ 1.66→1.77

（百万円）セグメント損益増減要因

ダイカストアジア売上高／セグメント損益の推移 （百万円）売上高増減要因（百万円）
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アルミニウム事業： 受注量が前年同期比でほぼ横ばいで推移したものの、販売単価がアップした
ことにより、売上高は8.8%増。 セグメント損益は、原材料の高騰等の影響により27百
万円の損失となった。

完成品事業： 主要販売先である通信会社のデータセンター向け物件や半導体関連企業のクリー
ンルーム物件の受注減により売上高は9.3%減少。セグメント利益は売上高減少の影響
により56.3%減となった。

（単位 ：百万円）

2014年3月期
第3四半期累計

2015年3月期
第3四半期累計

増減

アルミニウム
事業

売上 3,438 100% 3,742 100% 304 8.8%

セグメント
損益

3 0.1% △27 △0.7% △30 －

完成品事業

売上 1,427 100% 1,295 100% △132 △9.3%

セグメント
損益

39 2.8% 17 1.3% △22 56.3%

アルミニウム事業及び完成品事業
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（単位：百万円）

2015年3月期下期計画の進捗

2015年3月期

上期実績

2015年3月期

下期修正計画

3Q実績

（3ヶ月）

下期計画

進捗率

売上高 65,606 70,293 34,842 49.6%

ダイカスト日本 30,348 33,251 16,125 48.5%

ダイカスト北米 19,063 19,536 9,995 51.2%

ダイカストアジア 12,979 14,220 6,899 48.5%

アルミニウム 2,345 2,554 1,397 54.7%

完成品 869 730 426 58.4%

営業利益 478 1,322 355 26.9%

ダイカスト日本 1,120 1,659 921 55.5%

ダイカスト北米 △608 △691 △712 －

ダイカストアジア 67 232 141 60.8%

アルミニウム △33 33 6 18.2%

完成品 △12 32 29 90.6%

消去または全社 △55 55 △30 －

経常利益 45 654 266 40.7%

当期純利益 △107 508 262 51.6%
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 増資により一時
的に増加した現
預金が減少

 中国広州の売上
減少及び為替影
響により売掛債
権が減少

 海外での設備投
資により有形固
定資産が増加

 資産合計の増減
の為替影響は50
億円

 設備投資により
借入金が増加
（為替影響15億
円）

 為替換算調整勘
定の増加等によ
り純資産が増加

（単位 ：百万円）

2014年3月期
2015年3月期
第3四半期

増減

流動資産 48,920 48,775 △145

現預金 8,791 7,403 △1,388

売上債権 25,924 24,534 △1,390

棚卸資産 10,536 12,426 1,890

固定資産 88,313 94,524 6,211

有形固定資産 78,208 83,045 4,837

資産合計 137,233 143,300 6,067

負債合計 82,641 85,588 2,947

買入債務 19,714 20,967 1,253

長短借入金 43,014 46,184 3,170

純資産合計 54,592 57,712 3,120

自己資本比率 39.7 40.2 0.5

貸借対照表
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 海外を中心に営業CFを上回る設備投
資を実施。

 不足分を現預金（’14/3月に実施した

公募増資により一時的に増加してい
た）の減少と借入金の増加で賄う。

（百万円）

キャッシュ・フロー

期首現金

及び現金

同等物

営業CF 投資CF 財務CF 現金及び

現金同等

物換算差

額

第3四半期

末現金及

び現金同

等物

8,791

8,241

△10,962

7,4031,289 42

営業CF 8,241
税金等調整前四半期純利益 300
減価償却費 9,344
売上債権の減少 1,924
たな卸資産の増加 △ 1,367
仕入債務の増加 889
未払消費税等の減少 △ 281
法人税等の支払額 △ 2,039
その他 △ 529

投資CF △ 10,962
有形固定資産の取得 △ 10,921
有形固定資産の売却 71
その他 △ 112

財務CF 1,289
短期借入金の減少 △ 385
長期借入金の増加 2,129
配当金の支払 △ 291
その他 △ 161
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【参考】今期の見通し
（2014/10/29修正計画）
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（単位：百万円）

 売上高：国内は前期の消費増税前の駆け込み需要増の反動減が懸念されるものの、地金市
況の影響により通期では増加すると見込まれ、海外は北米で販売量増と為替影響により増加
が見込まれるものの、主に中国広州での販売量減少によりアジアは減少する見込みであるこ
とから、連結売上高は期初計画に対して微増。

 営業利益：国内及びアジアは期初計画よりも販売量が減少する見込みであることから、減益
となり、北米での収益悪化により、連結では期初計画比大幅な減益。

 経常利益：営業利益の減少に加え、支払利息の為替影響による増加等により減益。

 当期純利益：経常利益の減少に伴い減益。

前提為替レート（10月以降）：105円／米ドル、17.0円／人民元、1.70円／インドルピー

（期初の前提為替レート：100円／米ドル、16.5円／人民元、1.65円／インドルピー）

2015年3月期業績予想

2014年3月期
2015年3月期

期初計画
2015年3月期

修正計画（10/29）
対期初計画増減

売上高 126,783 100% 135,300 100% 135,900 100% 600 0.4%

営業利益 4,449 3.5% 4,800 3.5% 1,800 1.3% △3,000 △62.5%

経常利益 4,012 3.2% 4,000 3.0% 700 0.5% △3,300 △82.5% 

当期純利益 6,272 4.9% 2,500 1.8% 400 0.3% △2,100 △84.0%

EPS 287.10 96.81 15.49 △81.32
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（単位：百万円）

2015年3月期業績予想

ダイカストセグメントの海外売上高比率 2014/3月期：48.3% ⇒ 2015/3月期：50.9%

2014年3月期

実績

2015年3月期

期初計画

2015年3月期

修正計画（10/29）

対期初計画

増減

対期初計画

増減率

売上高 126,783 135,300 135,900 600 0.4%

ダイカスト日本 62,228 63,300 63,600 300 0.5%

ダイカスト北米 33,906 36,400 38,600 2,200 6.0%

ダイカストアジア 24,143 29,300 27,200 △2,100 △7.2%

アルミニウム 4,657 4,700 4,900 200 4.3%

完成品 1,848 1,600 1,600 － －

営業利益 4,449 4,800 1,800 △3,000 △62.5%

ダイカスト日本 3,656 2,930 2,780 △150 △5.1%

ダイカスト北米 509 850 △1,300 △2,150 －

ダイカストアジア 180 950 300 △650 △68.4%

アルミニウム △6 50 0 △ 50 △100.0%

完成品 66 20 20 － －

消去または全社 43 － － － －

経常利益 4,012 4,000 700 △3,300 △82.5%

当期純利益 6,272 2,500 400 △2,100 △84.0%
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売上高：前期の消費増税前の駆け込み需要増の反動減の影響はほぼ期初想定通りで、地金市
況の影響もあり通期では増加が見込まれる。

利 益：期初計画よりも減価償却費の減少、製造コストの改善が見込まれるものの、海外子会社
からのロイヤルティの減少等により、期初計画比で減益を予想。

'14/3 販売増 減価

償却増

製造

コスト増

その他 '15/3

セグメント損益増減予測（10/29修正） （百万円）

'14/3 地金市況

影響

販売増 その他 '15/3

（百万円）売上高増減予測（10/29修正）

62,228

1,690
510

63,600

△828

3,656 160

2,780

△676

△280 △80

ダイカスト日本

対期初増減 700 △60 △340 300 対期初増減 △20 70 80 △280 △150
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'14/3 販売増 減価

償却増

製造

コスト増

その他 '15/3

セグメント損益増減予測（10/29修正） （百万円）

509

470

△550

△1,300△309

為替影響
△40

売上高増減予測（10/29修正）

'14/3 地金市況

影響

販売増 為替影響 その他 '15/3

（百万円）

33,906

△10

2,700

38,6002,010

ダイカスト北米

△6

△1,420

売上高：メキシコ工場での販売量増加及び想定為替レート変更により、期初計画よりも売上高は
増加する見込み。

利 益：アメリカ工場の生産性低下の影響により、期初計画よりも大幅に減益を予想。

対期初増減 30 450 1,430 290 2,200 対期初増減 0 △70 △2,150 70 △2,150
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'14/3 販売増 減価

償却増

製造

コスト減

その他 '15/3

セグメント損益増減予測（10/29修正） （百万円）

180

70

△390

300460

△20

為替影響
40

'14/3 地金市況

影響

販売増 為替影響 その他 '15/3

（百万円）売上高増減予測（10/29修正）

24,143 130

2,090

27,200
1,450

△613

ダイカストアジア

対期初増減 840 △3,100 160 0 △2,100 対期初増減 △750 30 △300 370 △650

売上高：主に中国広州工場の売上高が期初計画から大幅に減少する見込み。

利 益：中国合肥工場が黒字を継続して好調なものの、広州工場の減収による影響が大きく、期
初計画から大きく減益となる見込み。
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（単位：百万円）

2015年3月期下期計画

2015年3月期

上期実績

2015年3月期

下期修正計画

下期対上期

増減

下期対上期

増減率

売上高 65,606 70,293 4,687 7.1%

ダイカスト日本 30,348 33,251 2,903 9.6%

ダイカスト北米 19,063 19,536 473 2.5%

ダイカストアジア 12,979 14,220 1,241 9.6%

アルミニウム 2,345 2,554 209 8.9%

完成品 869 730 △139 △16.1%

営業利益 478 1,322 844 176.4%

ダイカスト日本 1,120 1,659 538 48.1%

ダイカスト北米 △608 △691 △83 －

ダイカストアジア 67 232 164 241.9%

アルミニウム △33 33 67 －

完成品 △12 32 45 －

消去または全社 △55 55 110 －

経常利益 45 654 609 －

当期純利益 △107 508 615 －
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売上高：前期の消費増税前の駆け込み需要増の反動減からの回復、及び好調な輸出により、下
期は売上高の増加（上期比29億円、9.6%増）が見込まれる。

（地金市況影響は上期比4億円程度増）

利 益：主に増収効果により上期比5億円の増益を予想。

ダイカスト日本

ダイカスト日本売上高／セグメント損益の推移

14,238
15,145

16,553 16,292

15,005 15,343 

619

734

1,215 1,088

621 499 

△ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

13Q1 13Q2 13Q3 13Q4 14Q1 14Q2 14Q3 14Q4

DC日本売上

DC日本利益（右軸）

上期：売上高 30,348

損 益 1,120

下期：売上高 33,251

損 益 1,659

（百万円）
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ダイカスト北米

売上高：アメリカ工場は3Qで一時的に売上が減少するものの4Qで増加、メキシコ工場は3Qから
増加する見込み。

北米全体では上期比2.5%増加の見込み。

利 益：アメリカ工場は3Qから生産性改善が見込まれるものの一時的な売上減少もあり、3Qは
2Qと同程度の損失、4Qで生産性改善が進み3月単月で黒字化。

北米全体では4Qに1Qレベルまで戻し、来期で黒字化の見込み。

7,174 8,162

9,095 

9,475 9,486 9,577 

73

△ 98

270 264 

△ 43

△ 565
△ 1,000

△ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

13Q1 13Q2 13Q3 13Q4 14Q1 14Q2 14Q3 14Q4

DC北米売上

DC北米利益（右軸）

ダイカスト北米売上高／セグメント損益の推移 （百万円）

上期：売上高 19,063

損 益 △608

下期：売上高 19,536

損 益 △691
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ダイカストアジア

4,655
5,511

5,947

8,030

6,199 
6,780 

△ 355
△ 141

3

673

58 9 

△ 1,000

△ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

13Q1 13Q2 13Q3 13Q4 14Q1 14Q2 14Q3 14Q4

DCアジア売上

DCアジア利益（右軸）

ダイカストアジア売上高／セグメント損益の推移
（百万円）

売上高：中国広州工場の売上高が期初計画から大幅に減少し上期実績を僅かに下回る見込みで
あるが、中国合肥工場及びインド工場の売上が上期比増加する見込み。

アジア全体では上期比9.6%増加の見込み。

利 益：広州工場は減収による影響が大きく減益となる見込みであるが、中国合肥工場が堅調に
黒字を継続、インド工場も売上増に伴い損失を削減の見込み。

アジア全体では上期比1.6億円増益の見込み。

上期：売上高 12,979

損 益 67

下期：売上高 14,220

損 益 232
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 2014年3月期は、業績及び記念配を勘案して、年間14円の配当を決定

（中間配当は、創業75周年記念配当5円を含む8円を実施）

 2015年3月期は、年間12円の配当を予想（中間配当6円を決定）

(単位：円) 11年3月期 12年3月期 13年3月期 14年3月期
15年3月期

予想

1株当たり配当金

（年間） 12 6 3 14 12

中間配当 6 3 3 8 6

期末配当 6 3 － 6 6

一株当たり純損益（連結） 68.80 65.87 △ 7.76 287.10 15.49

配当性向（連結） 17.4% 9.1% － 4.9% 77.5%

配当の状況
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0
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 '11/3  '12/3  '13/3  '14/3 '15/3

設備投資（金型以外）

設備投資（金型）

減価償却（金型以外）

減価償却（金型）

海外ダイカスト事業の能力拡充の設備投資を計画

（億円）
※検収ベース

設備投資

減価償却

金型

金型以外

金型以外

金型

※海外ダイカスト拠点の能力拡充を中心に前期比40%増の設備投資を計画（金型以外）。金型投資は前期並み。

設備投資・減価償却の動向

中国広州の売上減少に応じた投資額の縮
小・先送り等により5%程度削減の見通し。

株式会社アーレスティ
研究開発・サービス・技術のリーダーを目指して

【本資料及び当社IRに関するお問合せ先】
株式会社アーレスティ 経営企画部 経営企画課 TEL 03-6369-8664

E-mail: ahresty_MP0_IR@ahresty.co.jp
URL: http://www.ahresty.co.jp

本資料および本説明会で述べられた内容には、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が作成した将来の見通しが含まれておりますが、様々な要因
により、実際の業績はこれらの見通しと異なる場合があります。


